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まず、特別養護老人ホームでの field work を行うに当たっては家族・患者間のコミュニケ
ーションではなく施設従事者・患者間コミュニケーションに焦点をあてるほかないことが分
かった。だが、施設従事者は認知症当事者と同じ体験に対するエピソード記憶を共有するこ
とができない（認知症の臨床症状に関する文献 [中島健二ほか, 2013, p28]、 認知症に関
する field work 調査の文献[杉山孝博, 2016, p72]、ボランティアでの観察より）。しかし
ながら、施設従事者には認知症当事者の昔のエピソード記憶をひきだすことができそうだと
いうことが分かった（認知症に関する病理学的文献 [中島健二ほか, 2013, p28]、認知症に
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関する field work調査の文献 [井庭崇・岡田誠, 2015, p19,29,57] [杉山孝博, 2016, p56,60] 












① 認知症患者に identity を表現していただくことについて介護士に半構造化インタビュ
ーを行う。そこから介護士がエピソード記憶を引き出すことが可能かどうか、どのよう
に引き出しているのかを分析する。 
② ボランティアのなかで、自らの identity を表現できている際の認知症患者の反応を観








































① エピソード記憶を引き出せるにしろ引き出せないにしろ介護士は個々の identity を十
分に理解している。（ボランティアでの観察、介護士へのインタビュー、介護施設にお
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